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(1) 

)0,0(A としても一般性を失わない。条件より、 )2,2(),2,2( snrnCqmpmB とおける。 

ただし、 nm, は自然数、 p と q、 r と sはそれぞれ互いに素な整数とする。 

このとき、辺 AB上、 AC上には、それぞれ両端を除いて 12 m 個、 12 n 個の格子点がある。 

辺 BCの中点M は ),( snqmrnpmM  となり、明らかに格子点であるから、辺 BC上には、両端を除いて少な

くとも 1個の格子点がある。線分 BM 上、MC上の両端を除いた格子点の個数は等しい(0 個の場合も含む)か

ら、その個数を k とすれば、辺 BC上には両端を除いて 12 k 個の格子点がある。 

以上により示された。(証明終) 

 

(2) 

(1)において 2nm とすればよく、 )4,4(),4,4( srACqpAB  であるから、三角形 ABCの面積は 
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ACAB, は平行ではないから、 0 qrps である。 

したがって、三角形 ABCの面積は 8で割り切れる整数である。(証明終) 


